
平成２７年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

神奈川県 

行 事 名 称 大和市郷土民家園文化財防火デーに伴う消防訓練 

実施期間・日時 平成２８年１月２６日(火) ９：４５～１０：４０ 

実 施 場 所 大和市郷土民家園（神奈川県大和市上草柳６２９－１） 

主 催 者 公益財団法人 大和市・スポーツ・よか・みどり財団 

■実施内容 

訓練の想定 

郷土民家園西側雑木林から出火し、隣接の旧北島家住宅（市指定文化財）へ延焼する危険があるという状況を想

定。初期消火・来園者の避難誘導・１１９番通報・放水銃操作などを行い、駆け付けた消防隊へ現状報告のうえ、

消火活動までの訓練。 

訓練の内容 

火災発見報告を受け、職員が水消火器を用いて初期消火を実施。初期消火に失敗したため、別の職員が１１９番

通報。延焼防止のため放水銃を起動させる。到着した消防隊へ現状報告し、消防隊による放水消火活動により鎮

火。その後、財団職員・文化振興課職員による初期消火訓練（消火器の使用方法など）及びロールプレイングに

よる１１９番通報の訓練。 

参加者及び役割分担 

(公財)大和市スポーツ・よか・みどり財団(指定管理者)：初期消火・消防本部への通報・来園者の避難誘導・ 

警報器や放水銃の起動 

大和市消防本部予防課・警防課           ：訓練指導 

大和市消防団第８分団・警備二課西第二消防隊     ：消火活動・訓練指導 

日新工業株式会社                  ：消火活動 

日本飛行機株式会社                                : 消火活動 

図南鍛工株式会社(消防協力隊)                      ：消火活動 

大和市文化振興課(施設所管課)                ：訓練監督・消火活動 

特に工夫した点 

初期消火訓練において消火対象を火炎放射器による炎に変更した。炎が風になびく場合の効果的な消火方法な

ど、実際の災害対応に活用できるようにした。 

問題点・課題 

特になし 

その他 

郷土民家園は平時、常勤職員１名と嘱託職員１名の計２名で管理しており、巡視で気づいたことなどを職員間で

共有するよう努めている。園内の旧北島家・小川家住宅は木造のため、敷地内や近隣で火災が発生すると延焼の

可能性が非常に高いことから、日頃より機器の動作確認を実施している。また、大地震発生時にも火災同様に緊

張感・危機感を持って来園者誘導などができるよう、今後も引き続き職員の意識向上のため訓練を重ねていく。

訓練風景 

  

               

 


